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重変化に有意差は認めなかった。観 察 期 間 中 7 頭では規則正しく月経を認めたが、3 
頭では月経は不規則で、1 頭は期間中月経を認めなかった。腹腔鏡検査の際、1 頭で 
は頻繁に月経血の腹腔内への逆流を認め、他 の 2 頭でも数回月経血の腹腔内への逆流 
を認めた。
初回の腹腔鏡検査では、45, 4%(11頭 中 5 ・で膀胱子宮窩のみに病変を認め、ダグ 
ラス窩のみに病変を認めたのは9. 09%（11頭 中 1頭 )で 、卵巣に病変を認める個体はい 
なかった。1頭 で は 2 4ヶ月後も膀胱子宮窩のみに病変を認めたが、その他の個体では 
経過とともにダグラス窩への進展を認めた。
初回の腹腔鏡検査でダグラス窩のみに癒着を認めたのは9. 09%(11頭 中 1頭）で、




別 紙 様 式 3 の 2 (課程博士 • 論文博士共用）
(続紙）
ダグラス窩と付属器に癒着を認めたのは18.1%(11頭 中 2 頭 )で 、72.7%(11頭 中 8 頭） 
では癒着を認めなかった。18-24ヶ月後の観察では、全例でダグラス窩に癒着を認め、 
そのうちダグラス窩のみに認めたのは30%(10頭 中 3 頭）であった。観察期間中すベて 
の個体で新たな病変が出現し、2 頭では小さな病変の消失を認めた。すべての個体で 
子宮内J9莫症の進行を認めたが、進行速度は個体により差があった。
. 進行した病変から生検した組織のH E 染色では、 ヒトの子宮内膜症と同様に子宮内 
膜に類似した腺構造と間質細胞を認め、マクロファージやリンパ球の浸潤を認めた。 
急性胃拡張で死亡した個体の初期病変では単核球の浸潤と腺様上皮を認めた。免疫組 
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2. 観 翻 間 中 7頭では規則正しく月経を認めたが、3頭 は 不 細 Gで、1頭t爛 め な か  
っすし
3. 廳 纖 (錬 の 際 、 3 頭で月経血の臃空内への逆流を認めた0
4. 初 回 の 臓 纖 雛 で は 、45.4% ( 11頭中5頭）で膀胱子宮窩のみに・を認め、 
経過とともにダグラス窩へ進展した0
5. 初 回 の ・ 纖 酸 で 72.7% (1 1 頭中8頭）は癒着を認めなかったが、18-24ヶ月後 
は全例でダグラス窩に癒着を認めた0
6. すべての個体で子宮内膜症の進行を認めたが、翻 1 2345678速度は個・があった0
7. 生檢した組織のHE染色では、 ヒトの子宮内臟と同様に子宮内膜に類似した腺 
構造と間質細胞を認め、マクロファージやリンパ球の浸潤を認めた0




内容に関連した試問を実施したところ合格と判断されたので、博 士 （医学）の 学 識 文  
に値：するものと認められた0
(令和3 年 1 月2 5 日)
